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『響かせよう心の歌を、伝えよう歌の底力を』 

ライフタウンの街路樹も色づき始め、天気の良い日には、富士山がきれいに見られるようになっ

てきました。空気が澄んできたからでしょうか。｢空気が澄む｣とは気温や湿度に関係があるようで

す。空気が乾燥し、インフルエンザ等の感染も心配な時季でもありますので、ご自愛ください。 

さて、本校では１０／１６（水）にさわやかな秋空のもと、藤沢市民会館で第４３回合唱祭が行

われました。開会式で私からは「平凡な日常が当たり前ではない。なぜなら、１年前の合唱祭は３

年生ひとクラスが学級閉鎖となり、３年生については『プレ発表』とし、改めて体育館で『３年生 

合唱祭』を実施したからです。今年は３学年揃って市民会館で本番を迎えられることに感謝して、

『響かせよう心の歌を、伝えよう歌の底力を』という気持ちで歌ってほしい。そして、今年のスロ

ーガン『天歌統一』のごとく、合唱で滝中がひとつになることを期待する」と伝えました。 

当日の発表では、これまでの練習の成果を十分に発揮できたクラス、逆に緊張していつもどおり

の歌声を響かせることができなかったクラスもあったかと思います。しかし、学校行事で大切なの

は、「その取り組みを通して、子どもたちにどんな資質・能力が育まれたのか」です。私も約２週

間の練習の様子を見て回りましたが、パートリーダーや指揮者・伴奏者が中心となり、子どもたち

が主体的に練習を進めていくクラスが多かったように思います。もちろん、練習していく中でうま

くいかないこともあります。そんな時に「ああでもない、こうでもない」とクラスの仲間と話し合

い、問題を解決していく過程を通してリーダーシップやフォロアーシップを学んでくれたのではな

いでしょうか。また、今年度は新たな取り組みとして、体育祭のブロックによる合同練習会を実施

しました。異学年の合唱を聴き合い、意見交換することで自尊感情が育まれたのではないかと思っ

ています。さらに、当日３年生は学年合唱『春に』を披露してくれました。２００名以上の生徒が

ステージに上がり、一堂に会して歌う様は正に圧巻でした。きっと、１，２年生にも良い刺激とな

り、「自分たちも３年生になったら、あんなふうに歌いたい！」と思ったのではないでしょうか。 

ただ１つだけ残念だったことがありました。それは、２年生の発表が終わり、これから昼食休憩

に入る前のことでした。担当の教員から今後の動きについて連絡をするときに、おしゃべりが多

く、落ち着いて話を聴ける状態にならなかったことです。もちろん、教師側もすぐに注意をしまし

たが、子どもたちの方から「静かにしようよ。」とか「今、話を聴く時だよ。」といった声があま

り聞こえてきませんでした。本校の体育館で行う全校集会や学年集会では静かに聴けるのに、環境

が変わってしまうと、自分たちで「今、どうするべきなのか？」を判断して、適切な行動を取るま

でには成長していないということを実感しました。今後の課題と受け止め、折に触れ、学校でも指

導していきたいと思います。 

最後に合唱祭を開催するにあたり、事前の準備や当日の運営、片付け

まで積極的に取り組んでくれた実行委員会の生徒、さらに今回も保護者

の参観に際して受付や誘導等にご尽力をいただいた『けやきの会』本部

役員の皆様にこの場を借りて、改めて感謝の気持ちを伝えたいと思いま

す。本当にありがとうございました。 

“３年選抜合唱団”が活躍、好評～市内音楽会～ 
 本校合唱祭の翌日、１０／１７（木）に市民会館で市内１９の全中学校が参加する「藤沢市中学

校音楽会」が開催されました。本校からは３年生の選抜メンバーで構成された合唱団が参加し、

『春に』『はじまり』の２曲の発表してくれました。選抜メンバーは、本番に向けて合唱祭のクラ

ス練習と並行して、朝や昼休み、放課後等を使って練習を重ねました。本校の合唱祭でもプレで歌

 



  

 

 

 

ってくれましたが、音楽会当日も各パートがしっかりと歌いきり、見事な

ハーモニーが市民会館に響き渡りました。彼らの取り組みから改めて“流

した汗はうそをつかない”ということを感じました。 

“百聞は一見にしかず”～学校公開週間～ 
 １０／１８（金）～２４（木）学校公開週間として、保護者はもちろん、地域の方々にも普段の

学校の様子を公開しました。今回は事前に近隣の小学校にも紹介させていただいたので、小学生の

保護者も多く来校されました。“百聞は一見にしかず”という言葉もありますが、普段の本校の様

子を見ていただき、落ち着いた雰囲気が伝わったのではないかと思います。また、今年度も『けや

きの会』本部役員やサポーターの皆様に受付等、ご協力をいただきました。その方たちが小学生の

保護者のために中学校給食のサンプルや通学かばんをご用意いただいたおかげで、安心して入学の

準備ができるのではないかと思います。本当にありがとうございました。 

参観後、小学生の保護者が書いたアンケートの一部を次のとおり紹介します。 

○学校がとてもきれいでした。生徒もすれ違う度にあいさつしてくれて、気持ち良かったです。廊

下に掲示された写真も良かったです。 

○皆さん大変お行儀がよく、すばらしいと思いました。また、受付の方と給食や部活のことを話す

ことができて心強かったです。 

○色々知りたかったことを受付の方が詳しく教えてくださり、有意義な時間となりました。来年度

入学なので、イメージがわいて良かったです。 

“文化の秋”実る 
 吹奏楽部と合唱部は１０／２６

（土）に行われた湘南大庭ふるさ

とまつりで素敵な演奏と歌声を披

露してくれました。（吹奏楽部は

湘南台ファンタジアにも参加しました。）科学部も１０／２０（日）に湘南台文化センターで開か

れた理科研究発表会で『樹木調査、短絡・電流実験、ゲームプログラミング』というテーマで立派

に発表しました。 

地域の魅力を再発見！～『湘南大庭ふるさとかるた』募集～ 
 「湘南大庭地区の魅力を後世の人々にも伝え続けたい！」という思いから、湘南大庭地区郷土づ

くり推進会議の方々から『湘南大庭ふるさとかるた』の募集依頼が近隣の小中学生にありました。

本校でも夏休みの自由課題として、応募した生徒もいました。そして、今回追加募集の依頼があり

ましたので、美術部とボランティア部の生徒に作成をお願いしました。その作品を見て、改めて子

どもたちの瑞々しい感性に驚かされると同時に、「今後も地域を大切にしてくれる人に成長してほ

しい」と願うばかりでした。その作品の一部を次のとおり紹介します。 

「にこにこで 学校に行く 滝中生」「ろうそくの 炎のような 彼岸花」 

「ラーメンの 名店多し 大庭地区」「けやきの木 校舎の窓に 影かかる」 

「見に行こう 大庭城址の 藤の花」「瑠璃色の カワセミがいる 川のそば」 

藤沢市新人大会等の主な結果  
〇野球部：２回戦惜敗   〇サッカー部：ベスト８   

〇卓球部：男子・女子団体 予選リーグ惜敗 

〇ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部：男子 準優勝、女子 ５位 

〇ソフトテニス部：男子・女子団体 初戦惜敗 

〇ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部：男子３位、女子３位  〇ソフトボール部：２回戦惜敗 

〇ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部：男子シングルス 準優勝 男子ダブルス ベスト１６ 、女子シングルス ベスト１６ 

〇剣道部：男子団体優勝、女子団体優勝 男子個人準優勝、女子個人優勝・準優勝・３位

〇陸上競技部：市内駅伝 男子６位 女子１０位  

☆右の写真は８組の生徒が美術の時間に作った作品です。 

ハロウィンの雰囲気がよく出ていますね！ 

  

 

 

 


